
名古屋市立廿軒家小学校の総合学習を支援しました

水生生物観察（水生生物の説明）

水質調査（透視度比較 水道水と川の水） 防災学習 ～過去の水害に学ぶ～

水生生物観察（お魚タッチプール）水生生物観察（お魚ウォッチング）

【参加した児童：３年生１０４名】
★児童たちの感想や質問など

〇カメの甲羅が石みたいに硬かった。
〇水道水と同じように見えるのに、川

の水の方が濁っていて、びっくりし
た。

〇川の長さや深さを知りたい。
〇いつ水害が起こるかわからないから、

準備しておこうと思った。

土岐川・庄内川流域治水協議会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。 SHONAIGAWA RIVER OFFICE

〇６月20日(火)に、名古屋市立廿軒家小学校の総合学習を支援しました。
〇 身近な庄内川に生息する水生生物を観察したり、実際にふれることで河川環境の大切さを学んでもらいました。
〇 水害を体験したことのない児童たちに、近年の大規模水害や東海豪雨の様子を知ってもらうことで、水防災に
対する意識と備えの重要性を伝えました。
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